
◆ゲスト紹介 

 （株）おおすみ観光未来会議 

  チーフディレクター兼総務課長 小竹真吾 様  

◆会務報告 

1． 「抜粋のつゞり」寄贈 

2． 「ガバナー主催ロータリー奉仕デーチラシ」

＆「いのちの電話カード」送付 

3． 第 43回鹿屋市美術展表彰式及び美術を語る夕

べについて（ご案内） 

 日時：令和 7 年 2 月 9 日(日)表彰式 18 時～ 

 会場：ホテルこばやし 

4． ガバナー月信原稿依頼について 

5． 令和 7 年地域づくり交流事業実行委員会 第 1

回例会のご案内 

 日時：令和 7 年 2 月 25 日(火)12：00 より 

 場所：ホテルこばやし 

6． RI 日本事務局財団室 NEWS 2025 年 2 月号 

7． 確定申告用領収証送付の件（米山記念奨学会） 

8． カルガリー国際大会 RI 会長主催親善朝食会

についてのお願い 

9． 週報 ……… 串良・きもつき・南九州大崎 RC 

 

 

会長 鶴丸秀治さん 

今日は、 先週の全員クラブ協

議会で少し触れさせていただい

た、現在 2730 地区の奉仕プロ

ジェクト部門が進めている「メ

ンタルヘルス」に関連する自殺予防について調べ

てみました。 

検索すると「鹿児島県第２期自殺対策計画 (素案)

～誰も自殺に追い込まれることのない鹿児島県の

実現を目指して～」という県が公表しているサイ

トが見つかりました。 

計画策定の趣旨として、平成 18 年 10 月に「自殺

対策基本法」が施行され、「個人の問題」と認識さ

れがちであった自殺は「社会の問題」と認識され

るようになり自殺対策の総合的な推進の結果、平

成 22 年には３万人を切り、それ以降は減少傾向

にあるということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県における自殺の状況ですが、全国総数の折

れ線グラフと県内の棒グラフの山の形状はほぼ同

じ形で一致していると言えますが、県内の死亡率

は全国の死亡率と同様に減少傾向にありますが、

全国に比べてやや高い状況です。特に本県の男性

の自殺死亡率は、多くの年齢階級で全国の男性と

比べて高くなっています。中でも 80 歳以上では

全国に比べ約 1.5 倍と高くなっています。 

女性については、30 歳代で全国の自殺死亡率を約

1.4 倍上回っています。 

職業別自殺者数の推移（平成 30～令和４年） 

職業別では、有職者（「自営業・家族従事者」と「被

雇用者・勤め人」）が最も多く、次いで「年金・雇

用保険等生活者」「その他の無職者」が多くなって
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います。「失業者」、「その他の無職者」で減少傾向

にありますが、全体的に増加傾向にあります。なお

「学生・生徒等」は増加幅が大きい状況です。 

原因・動機別自殺者数の推移（平成 30～令和４年） 

原因・動機では平成 30～令和４年いずれも「健康

問題」が最も多く、次いで「家庭問題や「経済・生

活問題」、「勤務問題」となっています。自殺の多く

は多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、

様々な要因が連鎖する中で起きているため、１つの

原因だけで自殺に至るものではありません。 

同居人の有無別自殺者数（令和４年） 

令和４年における同居人別の自殺の状況について、

自殺統計によれば男女とも、ほぼ全ての年齢階級で

同居人「あり」が多くなっています。 

自殺未遂の状況（平成 30～令和４年） 

自殺者の自殺未遂歴の有無について、自殺統計によ

れば全体の約２割が自殺未遂歴「あり」となってい

ます。 

自殺対策を支える人材の育成 

自殺対策においては、様々な悩みや生活上の困難を

抱える人に対しての早期の「気づき」が重要である

ことから、幅広い分野の専門家や関係者、県民に対

して研修を開催し、自殺対策に係る人材やゲートキ

ーパー心のサポーター等の育成を推進します。 

ゲートキーパーとは自殺の危険を示すサインに気

づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をか

け、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を

図ることができる人のことで、言わば「命の門番」

とも位置付けられる人のことです。（厚生労働省ホ

ームページより）心のサポーターとは、メンタルヘ

ルスやうつ病や不安など精神疾患への正しい知識

と理解を持ち、メンタルヘルスの問題を抱える家族

や同僚等に対する傾聴を中心とした支援者のこと

です。 （厚生労働省ホームページより） 

高齢者に対する取組（一例） 

老人クラブ連合会、民生委員児童委員協議会や食生

活改善推進員協議会など、地域活動を行う団体と協

力・連携しながら、各団体へ出向いての説明やリー

フレット等の配布を通じ、自分のまわりにいるかも

しれない自殺を考えている高齢者の存在に気づき、

思いに寄り添い、声をかけ、話を聞き、必要に応じ

て専門家につなぎ、見守っていくという県民一人ひ

とりの役割等について意識が共有されるよう啓発

します。 

ハイリスク者（自殺未遂者等）に対する取組（一例） 

医療機関および精神科医療機関、警察、消防等と調

整・検討を行い、自殺未遂者を把握し、市町村等関

係機関と連携し、適切な支援につなげ、自殺の再企

図(さいきと) の防止に努めます。 

子ども・若者に対する取組（一例） 

男女共同参画についてのセミナー等において、自殺

対策に関連するテーマが扱われる際に、参加者に相

談先一覧等のリーフレット等を配付します。 

被雇用者・勤め人に対する取組（一例） 

様々な立場にいる女性を支援するセミナー等にお

いて、自殺対策に関連するテーマが扱われる際に、

出席者に相談先一覧等のリーフレット等を配付し

ます。 

生活困窮者に対する取組 

多重債務についての相談受付や多重債務問題に関

する啓発を行うほか、「多重債務者対策庁内連絡会

議」及び関係機関・団体で構成する「鹿児島県多重

債務・ヤミ金融等対策協議会」において、情報交換

等を行うとともに、無料法律相談のほか精神保健福

祉窓口と連携し、多重債務やギャンブル等依存症に

より精神的な不安を抱えている方を対象とした「こ

ころの悩み相談」を行います。 

女性に対する取組（一例） 

産後うつや育児不安等を抱えるハイリスク妊産婦

等に対して、市町村と連携し訪問等による支援を行

います。 

以上のように様々な傾向と対策が記載されてい

ますが、なかなか簡単に改善する問題ではなさそう

です。以前私が市 P 連の会長をしていた時の経験

ですが、様々な家庭問題を抱えてうまく学校生活を

送れていない子どもたちが多くいます。PTAは様々

な啓発活動や、講演会や勉強会を開催していますが、

肝心のその子の親は参加されないことが多く対策

に苦心しました。2730 地区の奉仕プロジェクト部

門は、「いのちの電話」の電話番号が記載された名

刺サイズのものを作成しました。 

これは大勢の人が集う目立つ場所ではなく、飲食店

のトイレの片隅等にひっそりと置いてみたらどう

かと試行錯誤しながら進めていこうとしています。 

私たち鹿屋西ロータリークラブもできるだけ協

力していけたらと思います。 

 

山﨑一浩さん 

考えることの重要性 

もし叶うなら、何かに迷った

り、悩んだりしたときに京セラ

創業者の稲盛和夫氏の話を聞い

てみたい。パナソニック創業者の松下幸之助氏の話



を聞いてみたい。HONDA で経営を支えた藤沢武

夫氏の話を聞いてみたい。そんな風に思うことがあ

ります。松下氏と藤沢氏そして、稲盛氏も故人であ

ることから、願が叶うことはないのですが、あの人

の話を聞いてみたいと思う人は、身近にもいます。

どういう人だろうかと考えると、独自の視点や考え

方、物事の捉え方などを提供してくれると期待でき

る人、自分には見えていないものを見せてくれると

期待できる人、単純に考えると「あの人ならどう考

えるのだろうか?」と思える人ということになると

思います。 

今は誰もが多くの情報やデータにアクセスでき

る時代になりました。説得力のある話をするために

は、データや事例などのエビデンスが有効です。 

しかし、「誰かの話を聞いてみたい」と思うとき、

データや事例などのエビデンスを知りたいと思う

でしょうか。 

例えば、結婚するかどうかで相談するとします。

そんな時は、結婚後の夫婦や家庭がどうなるかとい

うデータや事例よりも、入生観や家庭観、結婚観な

どについて多くの視点を提供してもらうほうが役

に立つことがあるのではないでしょうか。重要な意

思決定や判断をする際、データや事例はとても重要

な参考になりますが、でも、最後は何らかの価値観

や信念に基づいて判断しなければならないことが 

 

 

（株）おおすみ観光未来会議 

チーフディレクター兼総務課長  

小竹 真吾 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多いと思います。何事も、最後に決めるのは本人で

す。その時に、様々な視点や考え方を提供してくれ 

る人がいれば、質の高い意思決定や判断ができる可

能性が高まるでしょう。経営者や管理職、リーダー

がこうした見識を持った人であれば、そのメンバー

はとても頼りになるのではないでしようか。 

情報やデータ、事例などはとても重要ですが、自

分の専門性や能力の根拠をそこに求めすぎている

傾向がないかという懸念があります。 

皆さんは、いかがでしようか。大事なことは多様で

高度な物事の捉え方や考え方ができること。 

そのためには、情報やデータをどう読むのかという

訓練もいるでしょうし、多くの人や事象、ニュース

などを通じて日頃から考える習慣をつけることな

どが大事だと思います。 

知ること、覚えることの学習から次のスデップが必

要なのだと感じます。 

超高齢化社会を迎えていく中で、誰もが未経験、

参考になる事例も乏しい、どうなるかというデータ

も不十分、そんな中で多くの意思決定をしていかな

ければならない中にあって、自分で考える力が磨か

れてきたかどうかが試されているように感じてい

ます。データ、事例隆盛の時代ですが、だからこそ、

自分で考える力の重要性をもう一度確かめたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲスト卓話



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆スマイル報告             〈 1 件 〉 

〇小竹さん、卓話ありがとうございました。大隅観光 

振興のためご活躍を期待しています。……… 原田 

〇本日の米山 BOX スマイルは 2,518 円です。 

  累計(一般) 188,000 円 

（財団） 99,344 円   （米山）131,246 円 

＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯特集 平和構築と紛争予防月間「スター・トレック 

 ヒカル・スールーが歩む道 差別、闘い、そして未

来への夢」 

◯第 53 回ロータリー研究会（於横浜）リポート 

（フォトコンテストにて鹿児島西RC深尾兼好氏受賞） 

○PICK OUT PROJECT  END POLIO NOW 

（大口 RAC／大口明光学園 IAC、大口 RC 掲載） 

◯「ELEVATE ROTARACT」 

宮崎西フェニックスオーシャンローターアクトクラブ  

◯「NEW GENERATION」 

米山奨学生 金ダソルさん 

米山学友 李 若源さん 

◯「SPEECH」 

「言葉を守るテレビディレクターの考える戦争」 

映像ディレクター・作家 渡辺考氏の講演趣旨 

◯「この人訪ねて」 

曽文顕さん（久留米中央ロータリークラブ） 

などなど 

 

 

 

 

 

 

週報担当： 前田（数） 


